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 ３月議会は予算の議会です。栃木市の来年度の予算 659億 9000万円

が決まりました。これは当初予算としては過去最高額です。予算の伸び

の大きな要因は昨年の台風 19号被害の復旧予算（災害復旧費）で、台
風 19号被害は未だ癒されていないことを表しています。 
 

 

 

 

２月 28 日、クルーズ船対応を批判されていた安倍首相より「ここ 1、2 週間

が山場」「子どもの命を守る」と突然に「学校休業」（この判断は専門家の意見

も聞かず、首相と一部の取り巻きによって決められた）の要請が出されまし

た。（ここ 1、２週間と言うのは完全に見誤まり。） 

この、あまりの突然の要請に、保護者や学校、学童保育の現場は大混乱をき

たしました。 

子ども達の世話をするため仕事を休まざる得なかった保護者。卒業生にとっ

ては卒業まで残りわずかな、そしてこれから別々の進路を進む友達との大切な

時間。卒業生を持つ教員にとっても、いかに子ども達に最後の授業を思い出を

残せるのかととても重要な時間でした。 

学校休業を行った栃木市長、子ども達の学習を保証する立場の栃木市教育長
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う つ み

まさかずと 

３月議会は予算の議会 

の休業は子ども達の感染予防に効果があったのか。 



2 

 

は、自分達の行為が本当に子ども達のためになったのか。この時期の学校休業

が本当に正しかったのか。振り返る必要があると思います。 

栃木市では教育目標に「生きる力」を掲げています。それには自ら考え行動

することが必要ですが、今回の学校休業に関しては、私たち大人が自ら考え行

動できたのでしょうか。権力者（安倍首相）からの要請に、ただ追随しただけ

ではないのか総括する必要があると思います。 

自戒を持って言いますが、この作業は市議会議員である私も行わなければな

らないと思っています。 

 
 

 

 ３月議会の私の一般質問では「災害支援の在り方について」と「政治家個人に

対する宣伝広告対応について」の２つの質問を行いました。 

 災害支援の在り方について 

 昨年の台風 19 号の災害では栃木市は甚大な被害を受

け、栃木市内で住家、非住家合わせて約１万戸が水没し

ました。これは合併前の旧町 2つ分（岩舟、藤岡地区の

戸数は 5千数百戸）の戸数に当たります。一つの町が沈

んだとなるとそれだけでも大変なことですが、今回の栃

木市は２つ分です。それほど大きな被害だったのです。 

 私がこの質問で一

番言いたかったのは

避難所環境の改善です。 

今回の台風では私も床上浸水の被害を受け、

災害ごみの搬出、泥のかき出しで大変だったの

ですが、私の家は二階建てだったので水害後も

自宅に住み続けることができました。 

 私は自宅の片付け最中に避難所を回りまし

た。そして特に体育館で長期の避難生活を強い

られている人を見て心が痛みました。 

今、災害復旧の場面で問題となっているのは

直接災害で亡くなられる災害死でなく、避難生

活を送る中で亡くなる災害関連死です。ちなみに熊本自身では災害で直接亡くな

 

 

栃木中央小体育館の避難所風景 
段ボールベットと段ボールの仕切り。 

改善されたのはこれくらいか 

 

台風 19号で水没した私の車 

二階のベランダより撮影。 

フロントガラス部分まで水に

浸かる 
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った方が 50 人、災害関連死の方が 200 人を超えています。 

9 年前の東日本大震災時、5 年前の水害時にも栃木市にお

いて避難所は開設され長期にわたる避難生活がありました。

今回も避難所が開設されましたが、その環境は段ボールベッ

トが増えたくらいで基本的には改善されていません。 

イタリアでは災害が起こると被災地の要請を待つことな

く TKB（トイレ、キッチン、バス）を積んだ政府の車が被災

地に入り避難所が開設されます。私はこの TKB を広域（県

レベル）で常備しておくことを提案しました。難民、被災者

の人権を守るスフィア基準という国際基準がありますが、栃

木市の避難所の現状はこの基準に遠く及びませ

ん。 

 私は災害で一番被害を受けた人たちに対する

支援が最も必要と思っています。特に被災者にと

って災害後の住居確保はとても重要です。 

政治家個人に対する宣伝広告対応について 

昨年の 11月 16日の下野新聞において、本選挙区

選出の茂木敏充代議士の外務大臣就任特集に関す

る広告記事に栃木市が協賛をしました。この時期は

いわゆるモリカケ問題の真っ最中で年内、年明け解

散が噂されていた時期でもありました。 

 このような提灯記事（持ち上げるだけ持ち上げる）

に政治に中立的でなければならない行政が賛同広

告を出すのは問題です。結果的に

ことになります。 

 栃木市は昨年の参議院選挙においても農業委員

会の職員が自民党候補を優遇する行為を行いました（問題が発覚し当該職員は処

分されましたが）。今回の茂木氏への協賛広告も選挙が意識されていた時期でし

た。 

 質問の中で「過去にも同様な公費負担を行ったことがあるか」と聞くと、前回

の茂木氏自身の衆議院選挙投票日の一か月前にも同様な協賛広告を出していた

ことが分かりました。栃木市は法律で求められている を

投げうってまで自民党に媚びを売ることはありません。行政が本質を外れないよ

うに私は議会の場で闘って行きます。 

 

大きく削られた栃木西中

学校の校庭。復旧までに時

間がかかった。 

 

 

国会議員に関する賛同広告実績 

H29 年 8 月 19 日 毎日新聞 

9 月 22 日 下野新聞 

―10月 22日衆議院選挙― 

12 月    とちぎテレビ 

R1 年 11 月 16 日 下野新聞 

選挙風が吹き始める頃、提灯記
事が掲載され、栃木市が賛同広告
費を支出。 
特に H29年 9月の下野新聞広告

は茂木代議士の選挙運動期間の
直前 

普段は子ども達のためにと言いながら、校

庭の復旧を急がすより美術館建設を先に

決めた多くの議員たち。 

内海は最後まで学校復旧「優先」を訴えま

した。 

内海は最後まで学校復旧優先を訴えまし

た。 

 

大問題 
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 本来ならここで行政と民間事業者との関わりについて記述しようと思ってい

ましたが、急遽原稿を差し替えます。以下は新型コロナウイルス感染症の影響で

私が対応した事案です。 

この記事は 4月 25

日に読売新聞に掲載

されたものです。 

記事にある無料宿

泊所とは私が持つシ

ェルターのことで

す。話しをすると好

青年の A さん、コロ

ナのせいでホームレ

スとなりましたが、

ほんの少しの助けで

A さんは自立できる

と感じました。 

 この他にもある方

（B さん）からコロナ

に感染したかもしれ

ないとの相談を受け

ました。日曜日の夜

でしたが帰国者・接

触者センターに連絡

し、翌日、病院で受診

となりました。しか

し B さんは身寄りも

移動手段も持ってい 

 

編
集
後
記 

 

３
月
議
会
の
予
算
審
議
で
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
質

疑
を
行
う
事
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
は
予
算
審
議
に
お
い
て
項
目
に
上

が
っ
て
い
な
い
事
案
を
審
議
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
と
い
う
原
則
が
あ
る
か
ら

で
し
た
。
し
か
し
、
今
一
番
問
題
と
な
っ

て
い
る
コ
ロ
ナ
問
題
を
議
会
で
一
言
も

触
れ
な
い
訳
に
は
い
か
な
い
と
、
私
は

会
派
代
表
質
疑
の
中
で
、
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
対
策
事
業
関
連
と
し
て
何
と

か
ね
じ
込
み
質
問
し
ま
し
た
。 

 

２
月
末
か
ら
の
安
倍
首
相
に
よ
る
学

校
休
業
要
請
に
関
し
て
は
、
感
染
症
及

び
教
育
専
門
家
の
意
見
を
聞
か
ず
、
あ

ま
り
に
も
急
な
要
請
で
し
た
。
コ
ロ
ナ

対
策
を
批
判
さ
れ
功
名
を
焦
っ
た
首
相

（
政
治
家
）
に
、
子
ど
も
達
が
ダ
シ
に
使

わ
れ
る
形
と
な
り
ま
し
た
。 

 

４
月
２
２
日
時
点
で
は
栃
木
市
は
県

内
最
多
の
感
染
者
を
出
し
て
い
ま
す
。

緊
急
事
態
宣
言
が
全
国
で
出
さ
れ
て
い

る
中
で
栃
木
市
が
新
た
に
非
常
事
態
宣

言
を
出
す
な
ら
ば
、
独
自
の
施
策
が
必

要
と
考
え
ま
す
が
国
の
後
追
い
ば
か
り

で
す
。 

私
は
市
民
の
方
に
危
機
感
を
持
っ
て

も
ら
う
た
め
に
、
栃
木
市
に
対
し
積
極

的
な
情
報
公
開
、
市
内
感
染
マ
ッ
プ
の

作
成
、
栃
木
市
版
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
段
階

の
公
表
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
基

準
で
は
今
の
栃
木
市
は
６
段
階
中
の
５

段
階
に
移
行
す
る
直
前
）、
感
染
者
に
罪

は
な
い
、
誰
で
も
か
か
り
得
る
病
気
で

あ
る
こ
と
を
市
長
が
強
く
訴
え
る
こ
と

を
提
案
し
ま
し
た
が
、
実
施
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
今
の
栃
木
市
は
全
く
残
念
な

状
況
で
す
。 
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海
ま
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か
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ません。急きょ私の車を防疫仕様（運転席と後部座席の

間をビニールで隔て）にして、窓を全開にし、決死の覚悟

で病院まで運び受診してもらいました。(結果は感染なし) 


